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＜2030 年の SDGs 達成に向けた経営方針等＞ 
・お客様に安全・快適な環境を提供するとともに、法規制、要求事項を遵守し、信頼される健
全経営を行います。・働く人すべてが物心両面の充実を実現するために、和気あいあいを心がけ、
お互いの成長を尊重します。・公共インフラ整備を中心として、地域とともに歩んできた歴史を
誇りとして、地域発展の為に積極的なまちづくり活動に取り組みます。 

 

＜今期の SDGs に関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

☐社会 

☐経済 

・働く人全員で環境に対する意識を共有し、

廃棄物の削減・リサイクル活動に取り組む 

産業廃棄物の前年

比 2％削減を継続 

産業廃棄物排出量を

前年比 2％以上削減 

環境 

社会 

☐経済 

労働安全衛生(ISO45001)マネジメントシ

ステムの継続的改善により、働く人すべて

の健康と安全を守り労働災害 0 を目指す。 

労働災害 0 を継続 

ISO45001 更新、2025

年度まで労働災害 0

を達成 

☐環境 

社会 

経済 

経営リスクマネジメントの実効性を高め、

安定した事業の継続を行う。 

経営リスクの見直

しを年 1 回行う。 

年１回の継続見直

実施 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

本年度は、環境・社会・経済の各側面における重点的な取組みについて、計画通りに推進し、

設定した指標のすべてを達成することができました。引き続き、社員教育の強化、地域社会と

の協働、安全衛生管理の徹底を図り、持続可能な企業活動の実現に努めてまいります。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs 達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGs に関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

社会 

☐経済 

現場での廃棄物削減と安全衛生教育を連動さ

せ、環境配慮型の現場運営を推進する。 

産業廃棄物排出量の前年比 2％

削減継続 

・安全・環境教育参加率 100％ 

☐環境 

社会 

☐経済 

ISO45001 に基づき、災害時の安全確保と復旧体

制を強化し、事業継続力を高める。 

・災害訓練の実施 年 1 回以上 

・災害対応マニュアルの見直し 

年 1 回 

☐環境 

☐社会 

経済 

・若手技術者教育・資格取得支援を進め、技術

力強化と将来の担い手確保を図る。 

資格取得計画の策定および支援

実施マンツーマン教育 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

① 行政・地域との連携 

・行政・地域団体と連携し、景観保全活動や地域安全活動に参画する。 

② 協力会社との安全・品質の向上 

・協力会社と協働し、安全大会や教育を実施し、施工品質と安全性を向上させる。 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO 法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


